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新
年
の

表 

彰 

状

クリスマスイルミネーション

職員忘年会・永年勤続表彰

［ Ｈ28.１２．２２ ］

［ Ｈ28.12.15 ］

当会では、入居者様の生活に彩りを添え、四季折々の季節感を感じて

いただけるよう、様 な々イベントや館内装飾を行っています。

今回は初めての試みとして、特別養護老人ホームサンライフ問屋町の玄関

ロビー周辺に「 クリスマスイルミネーション 」を飾り付けました。

毎年恒例の忘年会が開催されました。

まずは、長年勤務された職員の労をねぎらう「 永年勤続表彰 」からスタートです。

理事長より感謝の気持ちを込めた表彰状と祝金が手渡され、会場が大きな拍手

に包まれました。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
の
日
本
で
は
、
世
界
で
も
類
の
な
い

超
高
齢
社
会
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
超
高
齢

社
会
を
切
り
抜
け
て
、人
々
が
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
世
界
中
が

注
目
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
お
年
を
召
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
も
社
会

の
中
で
役
割
を
持
ち
、
い
き
い
き
と
活
躍
さ
れ
る
こ
と

が
、
超
高
齢
社
会
の
中
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
世
界
の
人
々
の
お
手
本
に

も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
家
で
趣
味

に
明
け
暮
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
少
し
で
も
よ
い

の
で
社
会
に
参
加
し
て
、
人
々
の
お
役
に
立
っ
て

い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
当
会
で
は
、昨
年
の
暮
れ
に
毎
年
恒
例
の
お
餅
つ
き

を
行
い
ま
し
た
が
、
入
居
者
の
方
々
が
、
お
餅
を
丸

め
た
り
、
お
供
え
を
作
っ
た
り
、
作
り
方
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
り
と
大
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
こ
と
も
大
切
な
社
会
参
加
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
当
会
で
は
今
年
も
様
々
な
催
事
を
行
い

ま
す
の
で
、
入
居
者
の
方
々
と
と
も
に
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
さ
ら
に
、
新
た
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
元
総
社
中
学
と
元
総
社
北
小
学
校
の
隣
り
に

完
成
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
は
学
童
保
育
所
も
併
設
し
ま
す
の
で

入
居
者
の
方
々
の
社
会
参
加
の
一
助
に
な
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
先
月
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
病
院
の

院
長
・
副
院
長
先
生
達
が
老
年
病
研
究
所
附
属

病
院
を
見
学
に
来
訪
さ
れ
、
数
々
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
福
祉
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
驚
い
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
も
、
世
界
に

向
け
て
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
社
会
整
備
や
社
会

参
加
の
姿
を
お
見
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
当
会
は
「 

社
会
参
加
を
目
指
し
て
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

」を
テ
ー
マ
に
全
職
員
一
丸

と
な
っ
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
本
年
も
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

健
や
か
な
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
陽
光
会

    

理
事
長
　
高
玉 

真
光

　
理
事
長
に
よ
る
毎
年
恒
例
の

「 

元
旦
お
屠
蘇
配
り 

」。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
入
居
者
の
皆
様

と
と
も
に
晴
れ
や
か
に
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。

元
旦
の
風
景

あたたかな光が灯ると入居者の皆様から素敵な笑みがこぼれ

とても喜んでくださいました。

２月下旬まで常時点灯しておりますので、ご来訪いただいた際は

是非ご覧ください。

つづいては職員有志による余興！！！

「 二人場織 」や「 マジック 」等々が披露され会場は大盛り上がり♪

職員同士の親睦を深め、リフレッシュできた

楽しい忘年会となりました。

ご
挨
拶
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認
知
症
の
方
ご
本
人
や
介
護

家
族
の
心
の
悩
み
、
認
知
症
の
症
状

へ
の
対
応
、
介
護
・
医
療
制
度
な
ど

に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
、
家
族

介
護
の
経
験
者
を
中
心
と
す
る

「 

家
族
の
会 

」
の
世
話
人
が
お
答
え

し
ま
す
。

　
お
話
を
傾
聴
す
る
こ
と
、
共
通

の
立
場
に
立
っ
て
一
緒
に
考
え
る

こ
と
を
基
本
に
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
電
話
番
号
　
下
記
参
照

　◆
受
　   

付
　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　　
（ 

祝
日
を
除
く 

）

◆
時
　   

間
　
１０
時
～

１５
時

　
集
ま
り
に
参
加
で
き
な
い

会
員
の
方
と
交
流
す
る
大
切
な

場
と
な
る
よ
う
に
、
群
馬
県
支
部

の
会
報「 

わ
た
ぼ
う
し 

」を
毎
月

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
家
族
の
声
を
中
心
に
、

群
馬
県
内
の
認
知
症
を
め
ぐ
る

様
々
な
情
報
や
社
会
の
動
き
な
ど

を
掲
載
し
、
本
部
会
報
「  

ぽ
～
れ

ぽ
～
れ 

」
と
共
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　
お
送
り
す
る
際
に
、
会
員
の
皆
様

か
ら
近
況
報
告
や
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
に
、
は
が
き
を
同
封

し
て
い
ま
す
。

　「 

認
知
症
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会 

」
は
、
認
知
症
の

方
と
家
族
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域

の
皆
様
の
理
解
な
し
に
実
現
で

き
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
有
資
格
者

に
よ
る
１
時
間
半
ほ
ど
の
講
座
を

受
講
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け
た
人

の
こ
と
で
す
。

　
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、
メ
イ
ト
資
格

を
も
っ
た
世
話
人
が
県
内
ど
こ
に

で
も
伺
っ
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

人
数
は
何
人
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

田部井 康夫（ 前列 右から３番目 ）

他 世話人・ボランティアの皆様

■ 同会副代表理事・群馬県支部代表
■ 厚生労働省 社会保障審議会 介護給付費分科会 委員

　
介
護
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め

に
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た

介
護
者
ど
う
し
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
し
た
講
座
で
す
。

　「 

つ
ど
い 

」
に
ミ
ニ
講
義
が

加
わ
っ
た
趣
の
講
座
で
す
。

　
少
人
数
で
、
講
師
の
精
神
科
の

先
生
と
も
親
し
く
言
葉
を
交
わ
せ
る

貴
重
な
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
初
期
か
ら
中
期
の

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

方
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い

講
座
で
す
。

◆
内　

容　
①
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

　
　

の
知
識
を
身
に
つ
け
る

　

②
認
知
症
に
つ
い
て

　
　

の
理
解
を
深
め
る

　

③
認
知
症
の
人
の
心

　
　

を
理
解
す
る

◆
定　

員　

１０
名

◆
開　

催　

年
６
回

　
　
　

   　
※
開
催
日
・
場
所
に

　 　

つ
い
て
は
お
問
い

　 　

  

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

   　
※
本
年
３
月
１１
日
に
は

　
　

前
橋
市
で
開
催

　
　
予
定
で
す
。

◆
対　

象　

介
護
家
族
の
方
は

　

ど
な
た
で
も
参
加

　

で
き
ま
す
。

◆
講　

師　

渡
辺
俊
之
先
生 

　

※
支
部
顧
問・精
神
科
医

　
　

  

東
海
大
学
大
学
院

　
　

 

教
授 

他  

支
部
世
話
人

～　介護家族による
　　　　   介護家族の支援　～

特 集 公益社団法人 

認知症の人と家族の会

　　

９
月
２１
日
は
、
国
際
的
に

定
め
ら
れ
た
「 

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー 

」
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
は
群
馬
県
認
知
症

理
解
促
進
月
間
で
す
。

　
こ
れ
に
ち
な
ん
だ
記
念
講
演
会

を
毎
年
９
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
に
理
解
の
深
い
講
師

の
先
生
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。

　
人
出
の
多
い
街
頭
で
、
認
知
症
に

つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や

群
馬
県
の
認
知
症
理
解
促
進
月
間

の
催
し
へ
の
協
力
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
」
の
ご
紹
介

　「 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

」

は
、
１
９
８
０
年
（ 

群
馬
県
支
部

は
１
９
８
１
年 

）
ま
だ
認
知
症
に

対
す
る
社
会
的
な
支
援
が
ほ
と
ん
ど

な
い
時
代
に
「  

同
じ
悩
み
を
持
つ
者

ど
う
し
集
ま
っ
て
語
り
合
い
た
い  

」

と
い
う
呼
び
か
け
を
き
っ
か
け
に

誕
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
全
国
４７
都
道
府
県
の

す
べ
て
に
支
部
が
あ
り
、
会
員
数

は
１
万
１
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
互
い
に
支
え
励
ま
し
合
い
な
が
ら

厚
生
労
働
省
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
の
委
嘱
も
受
け
て
、
利
用
者

の
代
表
と
し
て
制
度
・
施
策
の

充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
会
員
の
輪
と
認
知
症
に
対
す
る

理
解
を
さ
ら
に
広
め
て
、
認
知
症

の
人
も
家
族
も
実
り
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
「 

認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会 

」
を

願
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「 

家
族
の
会 

」

群
馬
県
支
部
の
歩
み

「 

家
族
の
会 

」の
取
り
組
み

　「 

つ
ど
い 

」
と
は
、様
々
な
家
族

の
思
い
や
経
験
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、ど
ん
な
こ
と
で
も
気
が
ね
な
く

話
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
で
す
。

　
皆
で
語
り
合
い
共
通
の
立
場
に

立
っ
て
解
決
策
を
考
え
ま
す
。

　
解
決
策
に
た
ど
り
つ
け
な
く
て
も

一
緒
に
話
し
考
え
る
こ
と
で
心
が

軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
介
護
家
族
の
方
は
ど
な
た

で
も
、
ど
の
会
場
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
是
非

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

群馬県支部

１９８１年 発足（ 会長 加藤道子・事務所 箕郷町 ）
１９８３年 全国初の民間デイセンター「 みさと保養所 」の設立を発起し実現
１９８７年 代表交替（ 加藤道子から田部井康夫 ）
１９９９年 事務所移転（ 高崎市北原町 ）

２００５年
群馬県保健文化賞 受賞
第２１回「 家族の会 」全国研究集会 開催

２０１６年
事務所移転（ 群馬県社会福祉総合センター内 ）
会報「 わたぼうし 」４００号発行　

 県央（前橋・高崎）のつどい
  ■ 開催日：毎月第４日曜日 10 時～ 12 時
  ■ 場　所：群馬県社会福祉総合センター

 太田のつどい
  ■ 開催日：偶数月第２土曜日 10 時～ 12 時
  ■ 場　所：太田市韮川行政センター

 館林のつどい
  ■ 開催日：奇数月第１土曜日 10 時～ 12 時
  ■ 場　所：館林市中部公民館

 渋川のつどい
  ■ 開催日：毎月（ 土曜日、日は月ごとに変わる ）
  ■ 場　所：渋川市中央公民館

 伊勢崎のつどい
  ■ 開催日：年３回（ 日は年ごとに変わる ）
  ■ 場　所：伊勢崎市文化会館

＊開催日・場所は都合により変わることがあります。
　ご出席の方は念のため事前にご確認ください。

公益社団法人 認知症の人と家族の会

　〒371-0843　群馬県前橋市新前橋町１３－１２　群馬県社会福祉総合センター７階
　☎ ０２７-２８９-２７４０（電話相談もこちらまでどうぞ）　　ＦＡＸ  ０２７-２８９-２７４１　
　メール misato@xp.wind.jp

　〒602-8143　京都市上京区堀川通丸太町下ル　京都社会福祉会館２階
　☎ ０７５-８１１-８１９５　 ＦＡＸ ０７５-８１１-８１８８
　ホームページ www.alzheimer.or.jp　電話相談 ０１２０-２９４-４５６

◆年会費（４月から翌年３月まで）

◆会費納入には、郵便振替口座をご利用ください。

個人会員：５，０００円
賛助会員：１０，０００円  （ 入会金はありません ）

口座番号：０１０５０－３－４７１４６
口  座  名：（社） 「 家族の会 」

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

記
念
講
演
会
の
開
催

つ
ど
い

「 認知症の人と家族の会 」
入会案内

■ 群馬県支部

■ 本部 （ 京都 ）

Information

電
話
相
談

介
護
家
族
支
援
講
座

街
頭
広
報
活
動

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

会
報
の
発
行



軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

業務紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

当施 設 の 師 走 の 風 物 詩といえば
「 餅つき 」です！！
入居者の皆様の「 よいしょ〜！！ 」と
いう大きな掛け声に合わせて力強く
お餅をつきました。
つきたてのお餅を大福・からみ餅・
あんころ餅にして舌鼓♪
手作りの美味しさは格別でしたね♪

入居者の皆様に天然の温泉を楽しんでいただこうと
ケアハウスの浴槽に、良質で効能豊かな

「 沼田温泉しゃくなげの湯 」を運んで張りました。
皆様ゆったりと温泉を堪能され身も心もほっこり温まり
ました♪
なかなか 外出できない入 居者様も温 泉に行った気分を
味わいリフレッシュされたご様子で終始笑顔でした(̂ _ )̂

年末恒例のクリスマス会が盛大に開催
されました！
豪華な バイキング 形式 のお 料理 や
クリスマスツリーが華を添えます。
コーラス隊 の方達 の 美しい 歌 声 や
入居者様のハーモニカ演奏・カラオケ・
職員の余興・豪華景品のくじ引き大会
と盛りだくさんのクリスマス会でした♪
また来年も笑顔溢れる楽しい時間を
過ごしましょう！！

ケーキ作りの後は利用者様のハーモニカ演奏と
職員による手品です。
ハーモニカの味のある素敵な音色が 響き
渡りました♪
手品も拍手喝采で大盛況！！
皆様にお楽しみいただけたようです♪

今 年 の クリスマス 会は 利 用 者 様と一 緒に
ブッシュドノエル作りを行いました。

「 クリスマスの薪 」という意味の
ブッシュドノエル。フランスではクリスマスの
定番ケーキとして親しまれています。
生クリームやフルーツを思い思いにロールケーキに
トッピング♪

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

業務紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

最 後は サンタさん か らお 一人お 一人にクリスマス
プレゼントを贈呈☆
職員が心を込めて選んだプレゼントにとても喜んで
いただけました。
冬を彩る楽しいクリスマス会となりました♪

見た目、お味とも皆様大満足の出来栄え
でした！！

「 みんなで作ったケーキは美味しいね 」
「 また作りたいね 」と談笑しながら
美味しくいただきました(̂ _ )̂
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天然温泉が
やってきた！
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クリスマス会 12
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餅つき大会 12
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クリスマス会 12
19



軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

業務紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

業務紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

毎年恒例の大運動会が盛大に開催されました！！
榛名団と赤城団に分かれ、「  玉入れ  」 「  輪投げ競走  」

「  早着替え競走  」 「  パン食い競走 」を行いました。
輪投げ競走と早着替え競走は今年初の試みでしたが
入居者様と職員が協力し合い大変盛り上がりました♪

勝利した榛名団にはユニークな賞状が♪
皆様で元気いっぱい楽しむことが
できましたね。
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みんなで大合唱した後は、施設長より
ひざ掛けのプレゼント♪
寒い時期にぴったりですね(̂ _ )̂
皆様笑顔でお受け取りくださいました。
たくさんの笑顔や笑い声が溢れる楽しい
クリスマス会となりました!!

運動会
11

9

今年のクリスマス会では、入居者様と職員が
一緒に出し物を披露しました。

「 ペチカ 」「 ふるさと 」「 むすんでひらいて 」の
合唱や見事なハーモニカ演奏、職員によるハンド
ベル演奏で大盛り上がり！！クリスマスらしく

「 赤鼻のトナカイ 」でリズム体操も行いました♪

クリスマス会
12

19

「 ありがとうございました 」

「 またよろしくね 」

利用者様がいつまでも住み

慣れたわが家で幸せな生活を

送っていただけるよう職員一同

精一杯頑張らせていただきます！！

ヘルパーのお仕事
サービスレポート

　訪問介護は、利用者様が可能な限り自宅で自立
した日常生活を送ることができるよう、利用者様の
ご自宅を訪問して身体介護( 食事・排泄・入浴等 )や
生活支援( 掃除・洗濯・調理・買物等 )を行っています。
　今回は、よくあるサービス内容（お食事の支度・
お風呂掃除・デイサービスの準備 等 ）をご紹介します♪

今回のサービスはこれで終了です。
ヘルパーも次回の訪問を楽しみに
しています(^_^)

食後の後片付けや水回りの
掃除もしっかり行います。

お 次 は、お 風 呂 掃 除 や デ イ サービ ス の 準 備 を
させていただきます。
その他にも衣類の整理・被服の補修・薬の受け取り等
日常生活をしっかりサポート。

まずは利用者様に元気にご挨拶!!
その日の体調などを伺います。

さっそく昼食の仕度を行います。
食材を確認後に献立をご相談。
栄養バランスの取れた美味しい食事
を心をこめて作ります！！

調 理

掃 除

衣服の整理など

「 うん、美味しい！！ 」

「 お味はいかがですか？ 」

こんにちは

今回は野菜ラーメンをご用意。
「 おいしいよ♪ 」とお褒めいただきヘルパーも嬉しさ倍増です。



七
福
ち
ら
し

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

業務紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

毎年恒例のクリスマス会が開催されました。
大 き な ク リス マ ス ツ リ ー や 雪 だ る ま の
オブジェでいつもと違った華やかな雰囲気に♪
職員もサンタやトナカイの衣裳で会場を盛り
上げます！！
今年も職員が心を込めて選んだプレゼントを
贈呈しました。
皆様「 ありがとう 」と満面の笑顔！！(̂ _ )̂
クリスマス 気 分を 大 いに 満 喫 すること が
できました♪

冬の風物詩 餅つき大会を今年も盛大に
開催いたしました。
入居者様の「 よいしょ〜！！ 」という掛け声
や手拍子に合わせて餅をつきます。
皆 様 童 心に返って笑 顔で楽しまれて
いました。

気になるお味は･･･
「 今年のお餅もやわらかくて美味しい！！ 」
と大好評♪
自分たちでついた付きたてのお餅はひと味も
ふた味も違い格別な味わいでしたね。

　
今
回
は
サ
ン
ヒ
ル
ズ
在
住
の
岩
瀬
様
よ
り
、ご
趣
味
で
制
作

さ
れ
て
い
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

　「 

ス
ク
ラ
ッ
チ 

」と
は
、
あ
ら
か
じ
め
下
塗
り
し
た
色
の
上
に

違
う
色
を
塗
り
重
ね
、
そ
の
後
に
上
の
色
を
ひ
っ
か
い
て
削
り

取
り
、下
の
層
の
色
を
出
す
絵
画
技
法
で
す
。

　
真
っ
黒
な
表
面
を
削
る
と
中
か
ら
鮮
や
か
な
色
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

　
昨
年
の
秋
頃
に
、テ
レ
ビ
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
昔
は
精
密
機
械
の
部
品
を
作
る
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
い
た
そ
う

で
手
先
が
器
用
で
物
づ
く
り
が
大
好
き
な
岩
瀬
様
。

　
ガ
リ
ガ
リ
と
削
る
感
触
が
や
み
つ
き
に
な
り
、
す
ぐ
に
作
品

作
り
に
夢
中
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　
黒
い
背
景
に
色
彩
豊
か
に
浮
か
び
上
が
る
風
景
が
大
変
美
し
く

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
！！

　
今
後
は
さ
ら
に
大
き
な
作
品
や
様
々
な
風
景
画
に
も
取
り

組
ん
で
み
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

　
最
近
で
は
造
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
も
な
さ
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
新
し
い
こ
と
に
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
楽
し
み
を
広
げ
た
い

と
笑
顔
で
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
年
を
召
さ
れ
て
も
、
好
奇
心
旺
盛
に
様
々
な
こ
と
に
取
り
組

ま
れ
楽
し
ん
で
い
る
お
姿
は
と
て
も
素
敵
で
す
♪

　
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
岩
瀬
様
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
す
ね
。

　
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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当
会
で
は
、
入
居
者
様
が
健
や
か
に
１
年
を
お
過
ご
し

い
た
だ
け
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
新
春
の
１
月
３
日
に

「 

七
福
ち
ら
し 

」を
お
出
し
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
七
つ
の
災
難
が
取
り
除
か
れ
七
つ
の
幸
福
を
さ
ず
か
る
」

と
い
わ
れ
る
七
福
神
様
に
あ
や
か
り
、
健
康
に
配
慮
し
た

七
つ
の
食
材
を
使
用
し
て
、
桜
で
ん
ぶ
な
ど
で
色
艶
や
か
な

お
正
月
感
も
加
え
ま
し
た
。

　

お
正
月
は
、
豪
勢
な
食
事
に
囲
ま
れ
て
つ
い
つ
い
食
べ

過
ぎ
て
し
ま
い
胃
腸
が
弱
り
が
ち
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
ヘ
ル
シ
ー
食
材
で
カ
ロ
リ
ー

控
え
目
な
「
七
福
ち
ら
し
」は
ぴ
っ
た
り
で
す
の
で
、
皆
様

の
ご
家
庭
で
も
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

 毎日のお食事が皆様の健康や活力アップの
お手伝いとなるよう心を込めて提供しています

管理栄養士鈴木 裕子

クリスマス会

お屠蘇配り

餅つき

12

1

12

21

1

14

介護付有料老人ホームサンヒルズ総社　在住

岩
イ ワ セ

瀬　政
セ イ コ

子 様（83歳）

①ご飯を炊き寿司酢を入れて酢飯を作る。
②人参・かんぴょう・干し椎茸に砂糖・

醤油を入れて煮る。
③①が冷めたら細かくした大葉と②を

混ぜる。
④③を器に盛り、錦糸卵・カニカマ・

さくらでんぶ・絹さやをトッピングし
最後に刻みのりをふりかける。

材料（1人分）

精白米…………………55g 
寿司酢…………… 小さじ１
人参……………………10ｇ
かんぴょう …………… 3g 
干し椎茸 ……………… 2ｇ
砂糖…………… 小さじ1/2
醤油……………… 小さじ１

七福ちらし （306㎉）

お正月恒例のお屠蘇配りを行いました。艶やかな着物姿で皆様にご挨拶です♪
「 １杯じゃたりないよ 」とおかわりをされる入居者様も(̂ _ )̂
皆様本年もよろしくお願いいたします。健康で元気いっぱいに過ごしましょうね♪

大葉…………………… 1g
錦糸卵…………………10ｇ
カニカマ ………………15ｇ
さくらでんぶ ………… 3g 
絹さや ………………… 5ｇ
刻みのり …………… 0.5ｇ

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」
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ご意見・ご感想おまちしております！

027-256-7788

027-256-7755
yokokai@at.wakwak.com

社会福祉法人  陽光会
〒 371-0855 群馬県前橋市問屋町 1-5-4

http://www.yokokai.or.jp

（大代表）

●当会では個人情報保護法の施行に伴い、ご利用者様の個人情報につきましては利用目的を明示し、法令に基づく適切な取扱いを行っております。●編集・発行／社会福祉法人陽光会本部事務局
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関連施設 Institution関連施設 Institution関連施設

地域医療福祉連携室 TEL : 027-253-4108　FAX : 027-253-4135

群馬老人保健センター 陽光苑 TEL : 027-253-3310　FAX : 027-254-3302

〒371-0847 群馬県前橋市大友町3-26-8

〒371-0847 群馬県前橋市大友町3-26-8

〒371-0847 群馬県前橋市大友町3-22-9

〒371-0846 群馬県前橋市元総社町2-1-9

〒371-0023 群馬県前橋市本町1-17-4

居宅介護支援事業所
ケアプランセンター老研

TEL : 027-253-3398　FAX : 027-254-3836

訪問看護ステーション ひまわり TEL : 027-252-3305　FAX : 027-253-8222

前橋市地域包括支援センター 西部 TEL : 027-255-3100　FAX : 027-254-3836

老年病研究所附属 高玉診療所 TEL : 027-223-1414　FAX : 027-225-0223

グループホームひまわり TEL : 027-253-3322　FAX : 027-254-3836

公益財団法人 老年病研究所附属病院 TEL : 027-253-3311（代） FAX : 027-252-7575（代）

〒371-0846 群馬県前橋市元総社町2-1-7TEL : 027-256-7782　FAX : 027-256-7789軽費老人ホーム ケアハウス元総社

TEL : 027-256-7780　FAX : 027-256-7783通所介護事業所
デイサービスセンター元総社

〒371-0855 群馬県前橋市問屋町1-5-4

TEL : 027-256-7781　FAX : 027-256-7783訪問介護事業所
ホームヘルパーステーション元総社

〒371-0855 群馬県前橋市問屋町1-5-4社会福祉法人 陽光会 TEL : 027-256-7788（代） FAX : 027-256-7755（代）

認知症疾患医療センター TEL : 027-252-7811　FAX : 027-253-4135

〒371-0852 群馬県前橋市総社町総社2724-1TEL : 027-280-5533　FAX : 027-280-5532介護付有料老人ホーム サンヒルズ総社

〒371-0855 群馬県前橋市問屋町1-5-4TEL : 027-253-4165　FAX : 027-253-4166特別養護老人ホーム サンライフ問屋町
軽費老人ホーム ケアハウス元総社

（公財） 老年病研究所グループ全景

介護付有料老人ホーム サンヒルズ総社

特別養護老人ホーム サンライフ問屋町


